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平成26年６月３日（火曜日） 
 

 

議事日程第１号 

 平成26年６月３日（火曜日） 

  ○人事異動報告（議会事務局、当局） 

    開   会   午前10時 

    議長報告（文書） 

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 会期の決定 

 第３ 議案等の上程（一括） 

     説 明 

     質 疑 

    散   会 
 

 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 議案等の上程 

  １．報 第２号  専決処分の報告について（和解及び損害賠償について） 

  ２．報 第３号  専決処分の報告について（和解及び損害賠償について） 

  ３．報 第４号  専決処分の報告について（和解及び損害賠償について） 

  ４．報 第５号  専決処分の報告について（和解及び損害賠償について） 

  ５．報 第６号  平成25年度大館市一般会計継続費繰越計算書 

  ６．報 第７号  平成25年度大館市一般会計繰越明許費繰越計算書 

  ７．報 第８号  平成25年度大館市都市計画事業特別会計繰越明許費繰越計算書 

  ８．報 第９号  平成25年度大館市下水道事業会計予算繰越計算書 

  ９．報 第 10号  大館市土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出について 

  10．報 第 11号  一般財団法人大館市文教振興事業団の経営状況を説明する書類の提出

について 

  11．報 第 12号  株式会社県北環境保全センターの経営状況を説明する書類の提出につ

いて 

  12．報 第 13号  株式会社田代ふるさと振興公社の経営状況を説明する書類の提出につ

いて 
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  13．報 第 14号  放棄した債権の報告について 

  14．認 第２号  専決処分の承認について（大館市市税条例等の一部を改正する条例) 

  15．認 第３号  専決処分の承認について（大館市国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例） 

  16．認 第４号  専決処分の承認について（平成25年度大館市水道事業会計補正予算

（第４号）） 

  17．議案第101号  大館市水防協議会条例の一部を改正する条例案 

  18．議案第102号  高機能型消防指令装置整備工事の請負契約の締結について 

  19．議案第103号  市道路線の認定について（相染町旭ヶ丘２号線外１路線） 

  20．議案第104号  平成26年度大館市一般会計補正予算（第１号）案 

  21．議案第105号  平成26年度大館市都市計画事業特別会計補正予算（第１号）案 

  22．議案第106号  平成26年度大館市財産区特別会計補正予算（第１号）案 

  23．議案第107号  平成26年度大館市病院事業会計補正予算（第１号）案 

 

 

出席議員（27名） 

          １番  小棚木 政 之 君      ２番  武 田   晋 君 

          ３番  佐 藤 照 雄 君      ４番  小 畑   淳 君 

          ５番  花 岡 有 一 君      ６番  中 村 弘 美 君 

        ８番  伊 藤   毅 君      ９番  藤 原   明 君 

     10番  千 葉 倉 男 君      11番  佐 藤 久 勝 君 

      12番  仲 沢 誠 也 君      13番  虻 川 久 崇 君 

      14番  石 田 雅 男 君      15番  藤 原 美佐保 君 

      16番  斉 藤 則 幸 君      17番  明 石 宏 康 君 

18番  佐 藤 芳 忠 君      19番  吉 原   正 君 

      20番  佐々木 公 司 君      21番  佐 藤 健 一 君 

      22番  田 中 耕太郎 君      23番  富 樫   孝 君 

      24番  田 村   齊 君      25番  菅   大 輔 君 

      26番  笹 島 愛 子 君      27番  相 馬 ヱミ子 君 

      28番  高 橋 松 治 君 

 

 

欠席議員（１名） 

                             ７番  畠 沢 一 郎 君 

 

 

説明のため出席した者 
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                    市         長  小 畑   元 君 

                    副    市    長  吉 田 光 明 君 

                    総 務 部 長  名 村 伸 一 君 

                    総 務 課 長  虻 川 正 裕 君 

                    総 務 課 長 補 佐  桜 庭 寿 志 君 

                    財  政  課  長  北 林 武 彦 君 

                    市  民  部  長  日 景 省 蔵 君 

                    福 祉 部 長  佐 藤 孝 弘 君 

                    産  業  部  長  飯 泉 信 夫 君 

                    建  設  部  長  佐 藤 雄 幸 君 

                    会 計 管 理 者  石戸谷 清 美 君 

                    病 院 事 業 管 理 者  佐々木 睦 男 君 

                    市立総合病院事務局長  虻 川 信 幸 君 

                    消 防 長  佐 藤 久 仁 君 

                    教   育   長  高 橋 善 之 君 

                    教  育  次  長  大 森 公 咲 君 

                    選挙管理委員会事務局長  山 口 由 秀 君 

                    農業委員会事務局長  若 松 俊 一 君 

                    監 査 委 員 事 務 局 長  小 林   浩 君 

 

 

事務局職員出席者 

事 務 局 長  花 田 一 美 君 

次 長  笹 谷 能 正 君 

係 長  畠 沢 昌 人 君 

主 査  長 崎   淳 君 

主 査  大 里 克 史 君 

主 査  北 林   亘 君 
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午前10時02分  開  会 

○議長（中村弘美君） これより、平成26年６月大館市議会定例会を開会いたします。 

 出席議員は定足数に達しております。 

 よって、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事は、日程第１号をもって進めます。 

 諸般の報告は、お手元に配付しております文書により御了承願います。 

 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（中村弘美君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、19番 吉原正君、20番 佐々木公司君、21番 佐藤健一君を

指名いたします。 

 

 

日程第２ 会期の決定 

○議長（中村弘美君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から６月19日までの17日間と定めたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村弘美君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から17日間と決定いたしました。 

 なお、会期中の会議予定につきましては、お手元に配付しております日程表のとおりであり

ますから、さよう御了承願います。 

 

 

日程第３ 議案等の上程 

○議長（中村弘美君） 日程第３、議案等の上程を行います。 

 報第２号から同第14号まで、認第２号から同第４号まで、及び議案第101号から同第107号ま

での以上23件を一括上程いたします。 

 提出者の説明を求めます。 

〔市長 小畑 元君 登壇〕 

○市長（小畑 元君） ６月定例会に当たり、提出議案の説明に先立ちまして、３月定例会以

後の主な事項について、概要を御報告申し上げます。 

１、豪雨災害復旧事業等の進捗状況について。 

 農地・農業用施設の災害復旧工事につきましては、国の災害査定後の工事予定件数72件のう
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ち、25年度中に46件を発注しております。このうち11件が工事完了し、33件で仮復旧工事など

を行いました。これにより、被災した水田131ヘクタールのうち、約８割の104ヘクタールで本

年度の水稲の作付が可能となり、さらに、８月末までには14ヘクタールの水田で転作作物等の

作付が可能となる見込みであり、残る13ヘクタールについては転作田を活用するなどの対応を

お願いしたところであります。また、本年度に工事を発注する26件については５月23日に２件

発注済みであり、残りは９月上旬までに発注する予定となっております。農地・農業用施設の

小規模災害復旧工事に対する補助事業については1,002カ所、金額にして２億973万円の申請が

あり、５月30日現在517カ所が完了し9,027万円を交付しております。道路及び河川の災害復旧

工事については95カ所で国の災害査定を受け、53カ所の発注を25年度中に終えております。こ

のうちの52カ所、５億7,303万9,000円を26年度に繰り越して工事を進め、現在、９カ所が完成

し、未発注の42カ所については本年度８月頃の発注を目指し作業を進めております。また、局

所がけ崩れ対策事業６カ所については測量業務を発注済みであり、設計ができ次第、県と協議

を進めながら本年度中に工事を行う予定としております。長木川河川緑地４カ所については、

３カ所を本年２月に発注し６月末の完成を目指して工事を行っております。残る１カ所、大館

橋下流左岸の園路復旧工事については、近接する県の河川災害復旧事業による護岸復旧工事が

完成次第工事発注することとしており、県に対し工事の早期完成を働きかけてまいります。宅

地等防災対策工事費助成金は94件の申請に対し2,867万7,000円を、豪雨災害に伴う住宅リフォ

ーム緊急支援事業費補助金は16件の申請に対し102万6,000円をそれぞれ交付し、補助事業を完

了しております。 

２、大館市業務継続計画（ＢＣＰ）の策定について。 

大規模災害が発生した際に、災害対応業務と優先度の高い業務の継続を可能とするための大

館市業務継続計画（ＢＣＰ）を、この４月に策定いたしましたので御報告申し上げます。東日

本大震災では、自治体職員みずからが被災したり庁舎や資器材が使用不能となるなど、自治体

機能が著しく失われたことが問題となりました。本市においても、昨年８月９日に豪雨災害が

発生し、応急対応に多くの職員を動員し人員が限られる中で、市民生活に重大な影響を与える

行政サービスは継続していかなければならない事態に直面しました。このたび策定した計画で

は、大規模災害発生直後に職員の一部が参集できず、庁舎も被災しライフラインの一部が供給

停止した場合を想定し、部署ごとに災害対応業務と全ての通常業務を洗い出した上で、優先的

に行うべき業務を非常時優先業務としており、運用する中でさらに整備を図ってまいります。

大規模災害発生時には、この計画に基づき不要不急の業務は休止するとともに災害対応業務と

重要度の高い行政サービスなど非常時優先業務に全力を傾注し、迅速な初動体制の構築と適切

な業務の執行に取り組んでまいりますので、御理解をお願いいたします。 

３、旧小坂鉄道関連資産の寄附について。 

昨年来、ＤＯＷＡホールディングス株式会社ほかＤＯＷＡグループ２社との間で譲渡に向け
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て協議を続けてまいりました旧小坂鉄道関連資産について、３月19日付で譲渡契約を締結し同

資産の寄附手続が完了しましたので御報告申し上げます。また、貴重な資産を無償で譲渡して

くださいましたＤＯＷＡグループ各社に対し、深く感謝を申し上げます。譲渡いただいた資産

は、旧大館駅舎跡地・軌道敷地などの土地961筆22万6,000平方メートル、建物７棟230平方メ

ートルに加えて橋梁・レールなどの鉄道設備であります。これらの一部は既にレールバイクや

ドジョウ養殖など民間事業に活用されておりますが、今後、大館駅前開発や道路改良などの利

活用方法について庁内プロジェクトチームにおいて具体化を検討し、素案がまとまり次第、議

会に御相談させていただきたいと考えております。 

４、平成25年度の決算見込みについて。 

主な会計について御報告申し上げます。まず、一般会計の決算状況は歳入総額384億6,159万

円、歳出総額367億3,920万円で、歳入歳出差し引き額は17億2,239万円と見込んでおります。

平成26年度への繰り越し財源を差し引いた実質収支額は13億2,724万円で、24年度決算と比べ

３億3,709万円ほどの減となる見込みであります。主な事業成果では、光ブロードバンド整備

事業や消防救急デジタル無線整備事業が完了したほか、道路・橋梁の改良事業や御成町南地区

土地区画整理事業、小・中学校耐震対策事業、釈迦内工業団地整備事業などを計画的に実施し

ております。次に、各企業会計の収益的収支の決算状況につきましては、水道事業会計で

9,371万円、工業用水道事業会計では342万円の単年度純利益をそれぞれ見込んでおります。下

水道事業会計では１億6,761万円の単年度純損失の見込みでありますが、現金支出を伴わない

減価償却費などを除いた実質的収支では黒字となる見込みであります。病院事業会計について

は、総合病院では900万円の単年度純損失で損失額は前年度比１億7,200万円の減となる見込み

であります。これは、在院日数の短縮に伴う患者数の減などにより医業収益が前年度より

1,700万円の減収となったものの、国の要請に基づく職員給与の減額等により医業費用が２億

100万円減少したことによるものであります。また、扇田病院では入院及び外来患者数の減少

等により1,500万円の単年度純損失を見込んでおります。なお、現金支出を伴わない減価償却

費などを除いた実質的収支では両病院合わせて６億1,400万円の黒字となっており、管理者を

中心としたこれまでの経営改革の成果のあらわれと考えております。また、この秋には総合病

院で医療情報を一元的に管理する電子カルテシステムを導入することとしており、地域の一次

医療機関との連携を一層強化するとともに医療制度改正の動向を見据え、病院経営基盤のさら

なる強化を図ってまいります。 

５、公共事業の発注計画等について。 

 平成26年度当初予算にかかわる事業について、５月末現在の発注状況と今後の発注計画を御

報告いたします。民生費で障害者自立支援システム及び子ども・子育て支援システムの改修事

業、土木費で市営住宅ストック総合改善事業、教育費で教育用コンピュータ整備事業が発注済

みであり、総務費で北陽中学校開校に伴う街灯整備事業、農林水産業費で釈迦内工業団地整備
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事業、消防費で消防本部の給排水設備改良工事などが今後発注予定であります。また、繰り越

し事業については、農林業施設・公共土木施設などの災害復旧工事の早期発注に努めており、

３Ｒ推進プラザの施設建設工事、消防高機能指令センター整備事業、小・中学校の耐震補強工

事等についても順次発注してまいります。企業会計の主なものでは、水道事業で中山取水場導

水ポンプ更新工事及び真中簡易水道取水ポンプ場災害復旧工事を発注済みであり、公共下水道

事業では、御成町・観音堂地区ほかの下水道管布設工事を発注予定であります。病院事業会計

では、総合病院の医療情報システム更新事業を発注済みであり、扇田病院のエレベーター更新

工事は今後の発注予定としております。これら公共投資額は災害復旧費等の繰り越し分も合わ

せ当初予算ベースで約100億円でありましたが、６月補正予算に計上しております地域介護・

福祉空間整備推進事業や保育所緊急整備事業、扇田地区の流雪溝用水ポンプ更新工事、さらに

は、旧雪沢小学校の施設改修工事などを加えますと総額105億円ほどになる見込みであります。

公共事業による投資は地域経済に与える影響が大きいため、本年度の予算執行方針では９月末

までの発注目標を85％以上と定めたところですが、より早期の目標達成と災害復旧事業等の速

やかな完了に向け全力で取り組んでまいります。 

６、空き公共施設等利活用促進条例に基づく事業者の指定状況について。 

空き公共施設の利活用については、条例適用第３号施設として旧三岳小学校の利用者を公募

したところ、既に旧白沢通園センターの指定事業者となっている株式会社東北センバ１社から

応募があり、審査を経て４月７日付で同社を指定いたしました。同社では、旧白沢通園センタ

ー及び旧越山小学校と同様に、コンビニや飲食店向けに需要が高まっている冷凍とろろ芋の原

料となる長芋などの皮むき作業所として施設を改修し、正社員１人、作業従事者20人を雇用し

て５月２日から業務を開始しております。また、昨年５月に旧葛原保育所の指定事業者となっ

た秋田比内や株式会社につきましては、建物の増改築工事がこの３月に終了したことから鹿角

市にある本社及び工場を移転し、正社員３人を新たに雇用して４月２日から業務を開始してお

ります。今後も、地域活性化及び雇用拡大に向けて空き公共施設の利活用を積極的に進めてま

いりますので、御理解をお願いいたします。 

７、ＬＥＤ街灯設置費補助事業について。 

市では、地球温暖化対策と犯罪のない安全・安心なまちづくりを推進するため、本年度から

ＬＥＤ街灯を設置する町内会に対して補助金を交付する制度を創設し、当初予算に補助金

3,000万円を計上しております。この制度は、町内会が管理する街灯をＬＥＤ化するための費

用の２分の１、１基につき１万5,000円を上限に補助するもので、申請実績は５月末現在で40

町内会753基、交付予定額は672万円となっております。街灯のＬＥＤ化は、電力使用量や二酸

化炭素排出量の削減、電気料金の低減のほか通学路の安全確保など防犯対策の強化にもつなが

ることから、今後も広報やホームページ等で制度の周知を図り補助制度の利用を促進してまい

ります。 
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８、環境マネジメントシステムの取り組み状況について。 

平成25年度の主な結果について御報告いたします。「自然と調和した潤いのある街づくりの

推進」では、多くのボランティアに参加いただいたクリーンアップ活動や不法投棄物のパトロ

ール、市と大館市ＥＭＳネットが共同で企画した大館市エコフェア等の事業を通じて環境意識

の浸透・高揚が図られ、全18項目で目標を達成することができました。特に、公有林の除間伐

を36.63ヘクタール実施することにより、森林の健全な育成及び二酸化炭素吸収量の増大を図

ることができました。次に「省資源・省エネ・リサイクルの推進」では、ペレットストーブ

110台、ペレットボイラー７基を導入しており、本庁舎を含む３施設では暖房用の灯油・重油

使用量が17年度比で68％減少いたしました。これにより、化石燃料の使用量が大幅に減少し、

年間で504トンの二酸化炭素の排出抑制と約1,830万円の経費節減がなされております。また、

照明灯のＬＥＤ化など節電対策の実施により、本庁舎における電力使用量が22年度比で11万

3,400キロワットアワー、32.6％の大幅な削減を達成しております。一方、ごみのリサイクル

率については、昨年８月の豪雨により災害廃棄物が大量に発生したため、実績で15.43％と目

標の18.24％を下回る結果となりました。今後も、環境マネジメントシステムを維持・活用し

てさらなる環境負荷低減に努め、環境先端都市の実現に向けて取り組んでまいりますので御理

解をお願いいたします。 

９、子育てフェスティバルの開催について。 

７月25日から27日までの３日間、大館樹海ドームで大館市子育てフェスティバルを開催し、

親子・祖父母と孫、夏休みに帰省した方など多くの方々が気軽に集い、自由に遊べる空間を提

供することとしております。このフェスティバルでは、親子イベントや少子化をテーマにした

勉強会のほか、さまざまな情報提供の場を企画しており、最終日には保育園・幼稚園の子供た

ちが一堂に集い、大館市観光キャラクターイメージソング「ワンダフルはちくん」を踊る予定

であります。この事業は、国の地域少子化対策強化事業とあわせて市独自に行うもので、本定

例会に関係予算案を提出しておりますので、よろしく御審議を賜りますようお願い申し上げま

す。 

10、第２次健康おおだて２１の策定について。 

市では、平成16年３月に策定した「健康おおだて２１」に基づく取り組みの評価と高齢化の

進展等、社会状況の変化を踏まえ26年度からの10年間を計画期間とする「第２次健康おおだて

２１」を策定いたしました。本計画では、市民の皆様が健やかで生きがいを持って暮らせる健

康寿命を伸ばすことを目標に掲げております。その達成のため「生活習慣病の発症と重症化の

予防」「ライフステージごとの課題に応じた取り組み」「健康づくりを支援するための環境整

備」を柱に、「がんや脳血管疾患などの７疾患と自殺による死亡率の減少」「食生活・運動・こ

ころの健康」などに対する取り組みを進めてまいります。本市の健康づくりを推進するために

は市民の皆様の主体的な取り組みが不可欠であり、本計画のリーフレットを全世帯に配布して
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周知を図ってまいりますので、皆様の御協力をお願い申し上げます。 

11、農作物の生育状況等について。 

 ことしは、４月の降水量が少なく平均気温は平年並みで日照時間が多かったものの、５月中

旬から気温が低く推移したことから、農作業は２日程度のおくれとなりました。基幹作物であ

る水稲は、平年どおり４月11日から播種作業が始まり４月19日に盛期を迎え、出芽揃い・生育

状況ともおおむね良好でしたが、一部に高温障害が見られました。４月の降雨量が少なかった

ことから耕起作業は平年に比べ早く進み、田植え作業も平年どおり５月10日ごろから始まりま

したが、その後の気温が低く推移したことから、終期は５月末と平年に比べおくれが見られま

した。野菜については、山の芋の定植作業は平年どおり４月20日ごろから始まり、６月上旬ま

でに終了する見込みです。アスパラガスも春採りは平年どおり５月７日から出荷が始まり、６

月上旬までに終了する見込みです。また、ネギの定植作業は平年どおり４月20日から始まり、

６月上旬までには終了する見込みとなっております。果樹は、好天により発芽期は平年並みで、

梨は平年より５日早く５月１日から、リンゴも平年より５日早く５月８日から開花が始まり、

開花量はほぼ平年並みの状況です。今後も気象の変動状況を見きわめながら、農作物の管理を

徹底するよう注意喚起してまいります。 

12、大館市クマ出没警戒対策室の設置について。 

今年は４月13日から熊の目撃情報があり、６月１日現在17件が寄せられております。５月４

日には十二所地区で人的被害が発生し厳重な注意・警戒が必要なことから、同日、庁内の関係

各課で構成する大館市クマ出没警戒対策室を設置いたしました。同11日にも雪沢地区で人的被

害が発生したことから、緊急時情報一斉配信システム・ホームページ・新聞記事等で市民に対

し出没情報の周知と注意喚起を図ったところであります。この２件とも県から捕獲の許可を得

て猟友会による現場周辺の巡回を行いましたが、捕獲には至っておりません。また、比内地域

では、５月５日から３日間連続で養蜂箱が熊の被害に遭ったことから檻を設置したところ、５

月９日に１頭を捕獲しております。今後、山菜採りや行楽など野外で活動する機会がふえ、熊

や猿などとの遭遇がふえることも予想されます。市では、対策室を11月まで常設し被害防止の

ための看板設置や広報による注意喚起、出没時の迅速な情報提供と駆除を行うなど、関係機関

との連携を密にして警戒に当たり市民の安全確保に努めてまいります。 

13、地域経済・雇用対策について。 

 この春の新卒者の就職状況につきましては、市内高校・秋田職業能力開発短期大学校・秋田

看護福祉大学の就職率がいずれも100％となり、３年連続で全ての新卒者が就職できたところ

であり、関係各位の御尽力に改めて感謝申し上げます。緊急雇用創出臨時対策基金事業による

本年度の雇用状況については、５月31日現在、継続の13事業で36人を雇用しております。また、

本年度新たに追加された国の地域人づくり事業を活用し、農業法人等の優秀な人材の確保を支

援する農業法人等魅力・資質向上事業など４事業で10人の雇用を見込んでおります。３月定例
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会で補助金の予算議決をいただきましたプレミアム商品券発行事業については、１人５セット

まで購入できる商品券を６月６日に発売する予定となっております。市の制度融資である「マ

ル大」及び「マル大小口」については保証料の全額補給に加え、この４月からは融資資金に対

する利子の２分の１を３年間補給する新たな制度を創設し、これまで以上に中小企業の事業活

動や設備投資を支援してまいります。さらに市では、資格取得支援事業として、中小企業在職

者・求職者・高校生が国家資格や国家検定を取得しようとする際に要した経費の２分の１、最

大10万円を補助する新たな制度を創設し、労働力の質的向上、中小企業の人材確保等を支援し

たいと考えており、本定例会に関係予算案を提出しておりますので、よろしく御審議を賜りま

すようお願い申し上げます。 

14、大館市工場等設置促進条例に基づく指定工場の現況等について。 

条例に基づく指定工場は、本年４月１日現在で66事業所、従業員数は4,537人となり、昨年

同期比で59人増、前回調査の昨年10月比では35人増となっております。厳しい経済状況が続く

中、指定工場から多くの地域雇用をいただいておりますことに対し、心から感謝申し上げます。 

県営大館第二工業団地では、ニプロファーマのバイオマスボイラー棟が４月から本操業を開始

しているほか、ニプロも４月からプラスチック成型品の金型製作などを行うモールド・マシニ

ング棟の建設に着工し、９月の操業開始を目指しております。花岡工業団地のプレシジョン・

システム・サイエンスでは、建設中の大館試薬センターが６月４日に竣工の運びとなり、来年

２月の操業開始を予定しております。釈迦内工業団地では、秋田原木市場の木材流通センター

と北秋容器のチップ工場が４月に着工し、ともに９月下旬の操業開始を予定しております。ま

た、新館工業団地では、戸田精工が将来的な事業拡張を視野に本社及び工場を移転するため、

事業を停止した会社跡地と建物を３月に取得し、年内の増改築工事を予定しております。さら

に比内地域では、４月に東北センバが旧三岳小学校校舎を活用し、長芋などの皮むき作業所と

して三岳作業所を新設したほか、釈迦内地区では昭和木材が東北プレカット第二工場を建設中

であり、９月の完成を目指しております。なお、さきに申し上げました釈迦内工業団地につき

ましては、さらなる企業誘致を図るための団地整備に向け、ＤＯＷＡホールディングスからの

譲渡が見込まれる土地を含む用地の測量など、関係予算案を本定例会に提出しておりますので、

よろしく御審議を賜りますようお願い申し上げます。今後も、新たな民間投資と雇用の創出が

図られるよう鋭意取り組んでまいりますので、御理解・御協力をお願い申し上げます。 

15、エコ・アクション・ポイント事業の取り組みについて。 

市では、木質ペレットなどのバイオマスエネルギー導入によって削減できた二酸化炭素排出

量を国内クレジット制度により、また、市有林の育成活動で得られた二酸化炭素吸収量をオフ

セット・クレジットによりそれぞれ売却し、昨年度は約410万円の収入を得ております。この

収入の一部は、平成24年度から実施している大館市エコ・アクション・ポイント事業の財源と

して市民のエコアクションの促進を図るために活用しており、本事業では環境配慮型商品や地
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産地消商品を取り扱う９店舗、18のアクションメニューを対象にスタンプシートを配付し、対

象商品を購入した参加者にポイントを付与しております。昨年度は、2,720枚のポイントシー

トが回収でき、８万1,462キログラムの二酸化炭素削減効果が実証され、参加いただいた市民

には134万円相当を還元いたしました。本年度は、既に４月１日から事業を開始しているとこ

ろであり、今後も市民の環境貢献活動を支援し、地球温暖化防止に取り組んでまいります。 

16、湯夢湯夢の湯の緊急修繕について。 

湯夢湯夢の湯の地下通路で５月10日、浴室内の防水シートの経年劣化が原因と見られる大量

の漏水が発生いたしました。その後、水量が増加して緊急に対応が必要な状態となったことか

ら、現在、修繕工事を実施しているところであります。修繕費用約458万円については予備費

を充用させていただき、工事期間は５月27日から６月30日までを予定しております。期間中は

休業することとなるため地元町内会へお知らせするとともに、ホームページ・新聞掲載などで

周知を図ったところであります。市民の皆様には御不便をおかけいたしますが、一日も早く御

利用いただけるよう努めてまいりますので、御理解と御協力をお願い申し上げます。 

17、大館能代空港の現況について。 

大館能代空港の平成25年度の搭乗者数は11万3,357人と、24年度の10万3,704人と比較して

9,653人の大幅増となりました。これは、景気回復に伴うビジネス利用の増加が大きな要因と

考えておりますが、利用促進協議会として実施してまいりました各種助成事業や秋田ＤＣを中

心とする観光事業などとの相乗効果によって、23年度・24年度と２年連続の10万人台から、25

年度の11万人突破に結びついたものと考えております。課題となっている１月から３月までの

冬季利用者数につきましても、前年比で12.6％、2,496人の増となりました。今後も、1,000円

レンタカー事業や運賃負担軽減事業、欠航時アクセスバス・タクシー事業、旅行商品拡充促進

事業などの助成事業を継続するとともに、25年度に新たに立ち上げた空港企業ファンクラブを

強化しながら、観光とビジネス両面での利用者増に努めてまいります。本年度は、航空貨物利

用促進、修学旅行利用促進、企業ファンクラブ拡大を重点課題として協議会内に事業部会を設

置し、県や関係機関と連携を深めながら、より迅速に利用促進対策事業を推進してまいります

ので御協力をお願い申し上げます。 

18、平成25年度の除雪状況について。 

昨年度は、12月中の降雪量が110センチメートルと例年より少なく、その後もまとまった降

雪がなく推移し、３月末の累計降雪量は過去６年間の平均より35センチメートル、24年度より

177センチメートル少ない436センチメートルとなりました。また、真冬日が31日と前年度より

14日少なく気温が高かったことから、最大積雪深も例年より31センチメートル少ない48センチ

メートルとなりました。除雪の出動回数についても、一斉除雪が大館・比内・田代地域で延べ

36回と前年度比で20回の減少となったことから、25年度の最終的な除雪経費は豪雪となった24

年度より約３億8,540万円少ない約４億9,160万円となりました。昨年度は、寒暖差によって圧
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雪が固く凍結してわだちとなり除去の対応に苦慮したことから、本年度は初期除雪の徹底を図

るなど除雪指示や除雪方法を見直してまいりますので、御理解をお願いいたします。 

19、第62回山田記念ロードレース大会について。 

４月29日に開催された本大会は、初の試みとしてインターネットによる参加受け付けを実施

した効果もあり、遠くは鹿児島県や静岡県など県内外から過去最高の1,723人がエントリーい

たしました。当日は、山田敬蔵氏があいにくの欠場となりましたが、ゲストランナーとしてお

迎えした世界陸上マラソン優勝者浅利純子氏らが桜満開のコースを市民ランナーと一緒に走る

など、大会を盛り上げていただきました。また、前日の歓迎レセプションには、県外からも多

数の方に御参加いただき本市の観光を大いにＰＲできたものと思っており、沿道で応援してい

ただいた皆様や市内高校陸上部を初め多くのボランティアの方々に支えられ、大会を無事終了

できましたことに改めて感謝申し上げます。 

20、大館市立図書館の運営状況について。 

大館市立図書館につきましては、平成25年４月１日から一般財団法人大館市文教振興事業団

による指定管理に移行し、開館時間の延長、職員の司書率の向上、ホームページからの蔵書検

索や予約受け付けの導入など、さまざまな面から市民サービスの向上が図られているところで

あります。25年度の利用状況については、来館者数は対前年度8.0％増の８万8,757人、登録者

数は6.0％増の１万9,334人、貸し出し利用者数は0.9％増の５万5,170人、貸し出し点数は

2.3％増の18万4,113点などとなっております。また、図書館利用者から意見を聞くための会議

や利用者がお薦めの本を紹介し合うビブリオバトル、読み聞かせ会などの新規事業も幅広く実

施されており、来館者を対象に行った利用満足度調査においても、中央・比内・田代・花矢の

４館とも８割以上の利用者から「非常に満足」または「満足」との評価をいただいております。

今後も、指定管理者制度導入の効果が最大限に発揮されるよう指定管理団体と協議・連携し、

さらなる市民サービスの向上を目指してまいります。 

21、第29回国民文化祭・あきた２０１４の取り組み状況について。 

市では、マーチングバンド、ゴスペル、ゼロダテ美術展、食文化フォーラムの４つのイベン

トの開催に向けて企画委員会で入念な打ち合わせを重ねており、このほどプログラムの内容や

出演者がほぼ決定したところであります。現時点の状況でありますが、10月５日に大館樹海ド

ームで開催するマーチングバンド・バトントワーリングの祭典には26団体、10月11日に市民文

化会館で開催するゴスペル音楽祭には15団体が出演する予定であり、県外の団体も多数出演す

ることとなっております。ゼロダテ美術展については、10月４日から11月３日までの１カ月間、

大館駅周辺から御成町二丁目商店街・大町商店街にかけての空き店舗等で、国内外で活躍する

アーティストの作品が展示されます。また、10月12日の食文化フォーラムについては、大館樹

海ドームで開催する本場大館きりたんぽまつりのステージにおいて、有名タレントを招き地元

の食材を使った創作料理の実演、トークセッションなどを行う予定としております。本年は国
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民文化祭に加えアフターＤＣの年でもあることから、開催期間中、出演者や観客・関係者・観

光客など多くの方が本市を訪れるものと期待しており、昨年開催したプレ事業での経験を生か

し市内外にＰＲしながら本番の成功に向けて準備を進めてまいりますので、御理解と御協力を

お願い申し上げます。 

22、地域連携室の開設について。 

市立総合病院では組織機構の見直しにより、５月19日に地域連携室を開設いたしました。地

域連携業務はこれまで院内の相談支援センターで行ってきましたが、医療・介護の領域で機能

分化と連携が求められる中、医療機関における地域連携部門の強化が大きな課題となっており

ました。このたび事務室を新たに設けて開設した地域連携室では職員５人を配置し、病診・病

病連携に関する業務を行うほか、地域連携パス、セカンドオピニオンなどの相談窓口、本年７

月から加入するあきたハートフルネット、市の地域包括ケアシステムなどの担当部署としての

役割も担っていくこととしております。地域連携室の開設及び業務の内容については、各医療

機関や介護施設等に文書配布したところであり、今後、市広報や病院だよりで周知し市民が安

心して暮らせるよう医療環境の整備に努めてまいります。 

23、高機能指令センター整備事業について。 

本事業は、指令センター建設工事と高機能型指令装置整備で構成されるものであり、年度内

の完成を予定しており平成27年度に新システムの試験運用を行い、28年度には本格稼働するこ

ととなっております。昨年度完成したデジタル無線設備と連携し、最新技術を駆使した指令シ

ステムが稼働することで119番通報を受けると瞬時に通報場所が表示され、さらには画像伝送

により災害状況をリアルタイムで確認できるなど、災害時に迅速かつ的確な対応が可能となり

ます。また、指令センター内には、秋田県総合防災情報システム・大館市防災行政無線が設置

され情報の集約・発信機能が大幅に向上するため、市民の安全・安心に大きく貢献するものと

考えております。本定例会に高機能型消防指令装置整備工事の請負契約の締結について議案を

提出しておりますので、よろしく御審議を賜りますようお願い申し上げます。 

続きまして、提出いたしました議案等につきまして主な内容を御説明申し上げます。 

報第２号から報第５号までの４件は、専決処分の報告についてであります。 

報第２号は、平成25年11月27日に中道三丁目地内の市道長木川北線において、車道側に折れ

曲がったガードレールに小型乗用自動車が接触した事故。報第３号は本年３月５日に花岡町字

神山地内の市道釈迦内花岡線において、報第４号は本年３月31日に柄沢字狐台地内の市道狐台

線において、報第５号は本年２月４日に比内町八木橋字五輪台地内の市道四羽出五輪台沼田線

において、それぞれ剥がれていたアスファルトの塊が走行中の乗用自動車に踏まれてはね上が

り、当該車両の一部を破損させた事故に伴う専決処分であります。これらの事故につきまして

は相手方に誠意を示しながら解決に当たり、地方自治法第180条第１項の規定による議会の指

定した事項として専決処分をさせていただきましたので、御報告申し上げるものであります。 
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報第６号は、平成25年度大館市一般会計継続費繰越計算書であります。 

これは、継続費を設定しております事業２件について、総務費の３Ｒ推進プラザ整備事業は

7,956万9,000円、土木費の市道二中長面袋線橋梁新設事業は494万4,000円を本年度に繰り越し

たものであります。 

報第７号は、平成25年度大館市一般会計繰越明許費繰越計算書であります。 

主な内容としましては、商工費の地域総合整備資金貸付事業が１億円、土木費の道路・橋梁

改良事業が8,357万円、消防費の高機能指令センター整備事業が４億7,414万1,000円、農地・

農業用施設小災害復旧支援事業が１億4,214万1,000円、教育費の小・中学校施設改良事業が３

億196万円、災害復旧費の農業施設災害復旧事業が12億6,043万1,000円などであります。これ

らの事業は災害復旧事業のほか、国の25年度補正予算に対応して翌年度への繰り越しを御承認

いただいたものなどであり、合わせて25件、総額36億428万9,000円を本年度に繰り越したもの

であります。 

報第８号は、平成25年度大館市都市計画事業特別会計繰越明許費繰越計算書であります。 

これは、国の25年度補正予算に対応して繰り越しを御承認いただいた御成町南地区土地区画

整理事業にかかわる移転補償費等、１億962万8,000円を本年度に繰り越したものであります。 

報第９号は、平成25年度大館市下水道事業会計予算繰越計算書であります。 

これは、国の25年度補正予算に伴う事業の追加により年度内に終了できず、工事請負費

6,420万円を本年度に繰り越したものであります。 

報第10号は、大館市土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出についてであります。 

平成25年度は、秋田県から県営大館工業団地造成事業にかかわる用地測量業務等を受託し、

当期利益は3,518円となっております。 

報第11号は、一般財団法人大館市文教振興事業団の経営状況を説明する書類の提出について

であります。 

初めに、平成25年度の事業報告でありますが、大館樹海ドームの利用者数は27万7,200人で

前年度を１万8,679人上回り、市民文化会館の利用者数は８万5,316人で前年度を2,395人上回

っております。また、25年度から指定管理施設となった市立図書館では、４館合計の来館者数

が８万8,757人で前年度を6,579人上回り、貸し出し点数も18万4,113点で前年度を4,088点上回

っております。次に、決算の概要でありますが、決算額は収益が２億6,317万4,259円、費用が

２億5,417万7,125円で当期一般正味財産増減額は899万7,134円の増となっております。 

報第12号は、株式会社県北環境保全センターの経営状況を説明する書類の提出についてであ

ります。 

初めに、平成25年度の事業内容でありますが、秋田県の米代川流域下水道及び十和田湖公共

下水道の処理施設にかかわる指定管理業務、本市山館浄水場の運転管理業務、鹿角市の水道及

び公共下水道施設管理業務を受託しております。次に、決算の概要でありますが、決算額は収
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入が３億1,885万280円、費用が３億2,708万4,574円となり、税引き後の当期純損失は860万294

円となっております。 

報第13号は、株式会社田代ふるさと振興公社の経営状況を説明する書類の提出についてであ

ります。 

初めに、平成25年度の事業報告でありますが、たしろ温泉ユップラの入浴者数は10万3,013

人で前年度を7,431人下回り、宿泊・日帰り宴会利用者数についても１万2,660人で前年度を

497人下回りました。次に、決算の概要でありますが、売り上げ総利益6,628万8,463円に対し

販売費及び一般管理費は7,857万9,533円となり、営業外収支を差し引きした税引き後の損益で

は1,092万3,680円の当期純損失となっております。 

報第14号は、放棄した債権の報告についてであります。 

これは、大館市債権の管理に関する条例第６条第１項の規定に基づき平成25年度に権利を放

棄した市の債権につきまして、同条第２項の規定により御報告申し上げるものであります。内

容としましては、破産による免責、債務者の著しい生活困窮、債務者不存在等の理由により普

通財産貸地料14件、国民健康保険一般被保険者第三者納付金１件、水道料金166件、市立病院

使用料１件の合わせて182件、861万3,399円につきまして債権を放棄し不納欠損処分を行った

ものであります。 

認第２号から認第４号までの３件は、専決処分の承認についてであります。 

認第２号は、大館市市税条例等の一部を改正する条例にかかわる専決処分の承認についてで

あります。これは、地方税法等の一部を改正する法律等が公布されたことに伴い、本市におき

ましても市税条例を改正し本年４月１日から施行する必要がありましたことから、専決処分を

させていただいたものであります。主な改正の内容としましては、個人市民税では優良住宅地

の造成等のために土地等を譲渡した場合の長期譲渡所得にかかわる課税の特例を29年度までの

３年間延長したこと。固定資産税では、わがまち特例に基づき公害防止用施設等の課税標準に

市独自の軽減措置を導入したこと。軽自動車税では27年度課税分から原動機付自転車・二輪車

及び自家用乗用車等の税率を1.5倍、最低2,000円に引き上げたほか、最初の新規検査から13年

を経過した三輪以上の軽自動車について、28年度課税分から税率の約20％の重課規定を設けた

ことであります。認第３号は、大館市国民健康保険税条例の一部を改正する条例にかかわる専

決処分の承認についてであります。これも同じく、地方税法等の一部を改正する法律が公布さ

れたことに伴い、本市におきましても国民健康保険税条例を改正し本年４月１日から施行する

必要がありましたことから、専決処分をさせていただいたものであります。改正の内容としま

しては、国民健康保険税の課税限度額について後期高齢者支援金分を14万円から16万円に、介

護納付金分を12万円から14万円に引き上げたこと。また、低所得者の負担軽減を図るため、保

険税の５割及び２割軽減の対象となる所得基準額を引き上げたことであります。認第４号は、

平成25年度大館市水道事業会計補正予算（第４号）にかかわる専決処分の承認についてであり
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ます。これは、平成25年度大館市水道事業会計において、大館市一般会計から受ける補助の額

について補正する必要が生じましたことから、本年３月31日付で専決処分をさせていただいた

ものであります。 

議案第101号は、大館市水防協議会条例の一部を改正する条例案であります。 

これは、本年４月の行政組織機構の見直しに伴い水防協議会の庶務担当部署を総務部総務課

から新たに設けた危機管理課に変更することから、所要の措置を講ずるとともに条文の整備を

しようとするものであります。 

議案第102号は、高機能型消防指令装置整備工事の請負契約の締結についてであります。 

これは、高機能型消防指令装置整備工事について入札参加業者の公募公告等を行い、去る５

月９日に指名競争入札を執行した結果、株式会社富士通ゼネラル東北情報通信ネットワーク営

業部が４億176万円で落札したものであります。この請負契約の締結については予定価格が１

億5,000万円以上であることから、地方自治法及び本市関係条例の規定により議会の議決をお

願いするものであります。 

議案第103号は、市道路線の認定についてであります。 

これは、生活関連道路２路線を市道に認定し管理しようとするものであります。 

議案第104号は、平成26年度大館市一般会計補正予算（第１号）案であります。 

今回の補正は、４月の人事異動に伴う人件費の補正を含め６億3,588万9,000円の追加で、補

正後の予算総額は328億9,924万3,000円となる見込みであります。最初に、歳出の補正の主な

内容について申し上げますと、総務費にふるさと応援寄附推進事業費を追加。民生費に保育所

緊急整備事業費補助金、認定こども園整備事業費補助金を計上。労働費に資格取得支援事業費

補助金を計上。農林水産業費に釈迦内工業団地整備にかかわる道路改良工事費を追加。商工費

に釈迦内工業団地の用地造成に向けた開発行為等にかかわる事業費を計上。土木費に扇田地区

の流雪溝関連工事費、狭あい道路整備等促進事業費を計上。教育費に旧雪沢小学校の雪沢分館

としての活用に向けた改修事業費を計上しております。次に、歳入の補正の主な内容を申し上

げますと、国庫支出金では国の25年度補正予算に伴い、さきの３月補正予算に追加計上した学

校施設環境改善交付金を減額。県支出金に保育所整備等特別対策事業費補助金を追加。繰入金

に地域振興基金繰入金を追加。市債では保育所整備等支援事業債を計上しております。 

また、第２条第２表に債務負担行為の補正を、第３条第３表に地方債の補正を御提案申し上

げております。 

議案第105号は、平成26年度大館市都市計画事業特別会計補正予算（第１号）案であります。 

今回の補正は132万9,000円の減額で、補正後の予算総額は11億366万円となる見込みであり

ます。 

議案第106号は、平成26年度大館市財産区特別会計補正予算（第１号）案であります。 

今回の補正は、片山・川口・餅田及び立花の４財産区勘定合わせて495万1,000円の追加で、
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補正後の予算総額は2,371万1,000円となる見込みであります。 

議案第107号は、平成26年度大館市病院事業会計補正予算（第１号）案であります。 

今回は収益的収入及び支出の支出のみの補正であり、補正額は1,652万6,000円の追加で、補

正後の予算総額は116億4,351万7,000円となる見込みであります。 

議案の概要につきましては以上であります。よろしく御審議を賜りますようお願い申し上げ

ます。（降壇） 

 

 

○議長（中村弘美君） これより、ただいまの上程議案等に対する質疑に入ります。 

 御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中村弘美君） なしと認め、質疑を終結いたします。 

 

 

○議長（中村弘美君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 次の会議は、６月９日午前10時開議といたします。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午前11時03分  散  会 

 

 

 


